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固体間の摩擦による電荷分離は接触界面で

発生し，その直後，表面間のマイクロギャップ

で起こる気体放電によって正味の摩擦静電気

は緩和される[1]．大気圧下から真空に至るま

で，この放電緩和がどのように起きているかを

調べるため，図 1に示した実験装置を開発し，

様々な気体種と圧力下での固体間摩擦静電気

の測定を行っている． 

本研究では，試料に曲率半径 0.5 mmのステ

ンレス球面と融解石英平板ディスクを用いた．

摩擦している間のステンレスの帯電量をエレ

クトロメータで測定した． 

図 2に測定結果を示す．ステンレス球面のデ

ィスク中心からの距離を 23 mmとした．画像

から接触面の直径は 96 μmであった．ディス

クは 100秒で 1周し，停止させた．真空中（10-2 

Pa 以下）では，ディスクの回転とともにステ

ンレスの帯電が増加し，1周で約+14 nCに達し

た．真空中では電荷分離だけが起きていると考

えられる．アルゴンガスを導入し，1.3×104 Pa

下では，定常的な電荷分離と間欠的な放電を繰

り返し，正味の帯電は+0.3 nCであった．しか

し，アルゴン 2.2×102 Paでは，帯電量が真空

よりも大きくなり，2 倍程度の値まで達した．

詳しく見ると，電荷分離が大きくなっているの

ではなく，放電が起こるたびに正の帯電量が増

加しているようであった．現在，この現象を詳

しく調べており，その結果を報告する． 

 

図 1．実験装置[1] 
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図 2．測定結果 
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